
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所・こども園版 

令 和 ６ 年 ３ 月  

習 志 野 市 立 こ ど も 園 ・ 保 育 所 

園 長 ・ 所 長  

感謝の気持ちを育てよう 
 私たちが毎日生きていくために「食べること」は欠かせません。 

毎日食べている食べ物は、多くの動物や植物の命をいただくことで成り立っています。 

また、食事ができるまでに様々な人たちの仕事が関わっています。 

   

 

 

 

 

 

食事に関わる人たち 

【野菜等や家畜を育てる・漁をする人】 

【配送する・お店で売る人】 【食事を作る人】 

さかなや 

やおや 

「みんなで食べる楽しさ

につながります」 



✿周囲の大人の行動・反応が大切です✿ 

箸の正しい持ち方や 食事のマナー、「いただきます」「ごちそうさま」といった食事のあいさつ

など、子どもは周囲の大人の姿から「正しい姿」を学びます。一緒に食事を楽しみながら、大切

なことを丁寧に子どもに伝えましょう。毎日繰り返すことが大切です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 材料 】（おとな２人こども２人分）  【 作り方 】 

キャベツ 

にんじん 

だし汁 

酢  

砂糖 

カレー粉 

塩 

1/6個 

1/5本 

大さじ3 

小さじ2 

小さじ2 

少々 

少々  

① キャベツは太めの短冊切りに、にんじんはせん切り

にし、共に下ゆでしておく。 

② 鍋にだし汁とA の調味料を入れて火にかけ、煮立っ

たら弱火にして①を入れ、味を含ませる。 

※冷めると味がよくしみます。 

 

＜電子レンジで作ろう＞ 

① キャベツは太めの短冊切り、にんじんはせん切りに

する。 

② 耐熱容器にキャベツとにんじんを入れ、ふんわり 

ラップをし、600Wで 4分加熱する。 

③ しっかり水気を切り、Aの調味料を加え、再び600W

で 1分加熱する。 

※冷めると味がよくしみます。 

 「ごちそうさま」の「馳走（ちそう）」 

は走り回ることを意味しています。一つ 

の料理が出来上がるまでに食材を育てたり、 

運んだり、料理をしたりなど、『いろいろ 

な人が走り回って料理を作ってくれてあ 

りがとう』という気持ちを込めて言う 

言葉です。 

 

 「いただきます」というあいさつには、

食べ物の命をいただくことや、生産者の人

たち・食事を作ってくれた人たちに対する

感謝の気持ちが含まれています。 

 

食事をおいしくする言葉 

「いただきます」 

 

レシピ紹介 
 

「ごちそうさま」 

A 

春野菜を使った簡単副菜！  

キャベツのカレーマリネ 


